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近年で もっ とも心が解 放 された事項 は、研究所 に とって最 大の課題 であったニホ ンザル の病気
の原 因解 明がで きた こ とです。二年前 の ことで した。私は 当時霊長類 の飼 育 ・繁殖 ・健康管理 を
担 う人類進化モデル研 究セ ンター長お よび疾病対策委員長 を仰せつ かってい たので、鮮 明な記憶
として残 っています。2001年以来10年 間研究所 が苦悩 し続 けた案件 で した。 出」血を ともな う致
死性 の疾 患で治療法 もない重篤 な病気 で した。原 因の糸 口す ら見 えず もが き苦 しみま した。10
年 目に して何 らかの感染 症で ある とい う絞 り込 みがで き、所外 の研究機 関に共同研 究 を依頼 し、
それぞれの機 関の得意 な研 究項 目を進 めた結果、サル レ トロウイルスの感染 による 「ニホ ンザル
血L小板 減少症」 と判明 しま した。決 め手 はRNAやDNAを 用い る分子遺伝 子検 査法 で した。10
年 前 はこの方法が確立 していなか ったのです。所員 の懸命 の努力 が功 を奏 した ことはい うまで も
あ りませんが、所外 との共 同研 究が大 きな決 め手 にな りま した。 ま さに快挙で した。
この病気はニホ ンザル に とって新興感染症だ ったので、既存 のデ ータがほ とん ど役 に立 ちませ
んで した。共 同研究 ・連携研 究が解決 への道 を開 きま した。所 内 ・所外 の叡智 の結集 が原 因病原
体の発 見、防御 対策、治療薬の選定 な ど多 くのこ とを一挙 に進 めるこ とがで きま した。
霊長類研 究所は1967年(昭和42年)に 全国共同利 用研 究所 として設立 されま した。2010年(平
成22年)に は制度 をあ らため、共 同利用 ・共 同研 究拠 点に承認 され霊長類総合研 究拠 点 と して
霊長類研 究 を推進 してい ます。研 究内容 がます ます複雑 になってきた ことや 霊長類利用 の重 要性
が高ま ってい る現在で は、共同利 用 ・共 同研 究 はます ます重要性 を増す こ とで しょ う。
ここにお届 けす る年報 は研 究所で実施 した研 究成果や事業遂行 の過去一年 間のま とめです。所
外 に広 く配布 す るこ とで、評価 の対象 にな るで しょ うし、所 内においては記録や反省材料 ともな
ります。本小 冊子 には所 内の教員 ・研 究者や大学 院生や職員 の研 究成果 な らびに実施 内容 が記録
され るだ けでな く、共 同利用 ・共 同研究 の実施報告 と成果 も全員 の ものが記載 され ています。昨
年 度か ら共同利 用 ・共 同研 究の国際化 に力 をいれて きま した。昨年度(平 成23年 度)は4件 の
海 外研 究機 関の計画研 究が実施 され ま した。今年度(平 成24年 度)は9件 と増加 しています。
国際的 な共同利 用 ・共 同研究 を推進す るこ とで、先人 たちが積み上 げた成果 と、これ か ら新 たに
形成 す る研 究拠点 を基盤 に して、アジアのハ ブ としての国際的霊長類総合研 究拠 点を 目指 します。
また、今 後の各種事 業において も学内外 の連携 が重要です。狭 隆化 した施設 のみな らず個別 の研
究体制 も複 合化 しなけれ ば道が開 けないか らです。個人研 究の重要性 は 自明の ことではあ ります
が、組織 としての発展 を 目指す には他研 究機 関 との連携事 業 も視野 に入れ てお く必要があ ります。
今後 とも研 究所 に対す るご意見、ご示唆 をお 寄せ いただきます よ うよろ しくお願 い 申し上げます。
所長 平井啓久
